























































































































































































価格掛率（IWAP：Individual Weighted Average Price rate）を求める。個人の加重平均価格掛率とは，
個人ごとに毎日，種類ごとに，価格掛率を計算し，２年間の加重平均を求めたものである。
たとえば，一人目の
１日目：商品 A　買上点数 n1A1個　平均売価 pA1円，
　　　　商品 B　買上点数 n1B1個　平均売価 pB1円で購入
２日目：商品 A　買上点数 n1A2個　平均売価 pA2円で購入
期間中最高価格：商品 A＝ pA円，商品 B＝ pB円
合計購入個数：n1＝ n1A1+ n1B1+n1A2
の場合は，










率（DGWAP：Daily Group Weighted Average Price rate）とする。
たとえば，グループ１の2014/05/01についての購入が２名だった場合，
個人01さん：商品 A　買上点数 nA01個　平均売価 pA01円，
　　　　　　商品 B　買上点数 nB01個　平均売価 pB01円で購入
10
個人02さん：商品 A　買上点数 nA02個　平均売価 pA01円で購入
期間中最高価格：商品 A＝ pA円，商品 B＝ pB円
合計購入個数：n20140501＝ nA01+nB01+nA02




































































































曲線は視認レベルで存在することが分かった。価格感度が低くなる Group3, 2, 1の順に低価格
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